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＝岩手リハビリテーション学院３年＝
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平成28年１月入寮
陸前高田市出身

東日本大震災５周年特集
平成23年３月11日の東日本大震災から５年
が経ちました。特に津波により深刻な被害を受
けた沿岸地域は、今も復興に向けて長い道のり
を歩んでいます。
盛岡市はこれまでに被災地や被災者に対して
さまざまな支援を行ってきました。被災地から

未来へ５年、そして

目指す学生寮の姿―

～復興支援学生寮って？～ ～寮生活から学ぶもの～ ３ ～私たちができること～

学生寮支援員

学生寮が始まったときから支
援員を務めています。寮生がい
つでも安心してしぇあハート村
に帰ってこられるようにするに

は、地域に見守ってもらうことが重要と考え、新入生歓
迎交流会などのイベントを町内会の人たちと一緒に行い、
積極的に交流してきました。寮生は十分に地域の一員に
なり、ここが心休まる第二のふるさとになったのではと
思っています。寮生活を通じてたくさんの人と関わる中
で、成長する姿を見てきました。初めは頼りなく見えた
寮生が立派な姿で巣立っていく様子に毎年目頭が熱くな
ります。寮生は自分の子どものようですね。ここで育んだ
分かち合う心を、社会で役立ててほしいと願っています。

　被災地から盛岡市へ転入してくる学生に生活と学習の場を無料で提供し、
復興を担う人材を育成しようと、平成24年４月、市が本宮五丁目に設置
しました。これまで33人の学生が入寮し、現在は21人の寮生が生活。復
興への思いを胸に日々勉学に励んでいます。

地域との交流 あの日から、５年。記憶の風化が叫ばれ、東日本大震災は
「過去」の出来事のように感じられるかもしれません。しかし、
震災によって大きな被害を受けた人やそれを支える人たちにと
っては、「今」も心から離れない出来事です。
その中でも、被災地の復興を担おうとする学生たちは、この
５年間で一歩一歩着実に成長してきました。寮に初めて足を踏
み入れた時にはこれからの生活に不安を抱えていても、他の学
生や支援員、地域の人たちとの出会い、関わりを通して自分の
進むべき道を見出しています。
時間の流れとともに被災地や被災者が置かれている状況は
変化し、「今必要とされている支援は何か？　何ができるの
か？」という問いに明確に答えることは難しくなっています。
しかし、盛岡市に住む私たちに今何ができるかを考え続けるこ
とが復興の後押しにつながります。
震災から５年を迎えた今、あらためて被災地に思いをはせる
とともに、自分たちにできることを考えてみませんか。

寮生活

　寮生や支援員が地域の人たちに声を掛けてさまざまなイベントを開催。
寮生が地域となじみ、交流の機会となるように企画しています。
　また、地域の人たちも利用できる「コミュニティカフェ・マルシェ」に
は、寮生の友人や地域の人などが作った切り絵やイラストなどの作品を展
示。交流の場になっています。

　４LDKや５LDKの一戸建てに２～３人が入居し、風呂や台所などは共
有します。寮生活をサポートする学生寮支援員が別棟にいますが、掃除当
番などの役割分担や生活のルールは自分たちで決めます。

▼昨年秋の「収穫祭」。しぇあハート
村内で採れた野菜を使った料理が振る
舞われました

▼「11日の灯り」では、参加
者みんなで一つ一つのキャンド
ルに火をともします

交流イベント

市へ転入する学生に生活と学習の場を提供する
「復興支援学生寮」もその一つ。
本号では、復興支援学生寮の寮生と、寮生を
支える人たちの思いに耳を傾け、今、私たちに
何ができるかを考えます。担当は危機管理防災
課☎613-8386。

知る 聞く 思い巡らす

学生寮に住む友人の紹介で入
寮。初めての共同生活は不安よ
りも、どのような人と出会える
のだろうという期待の方が大きかったです。現在、年上
の２人と住んでいて、何でも話せる兄ができたようです。
入寮してまだ１カ月ですが、寮生活はただ楽しいだけで
なく、相手のことを考えて行動できる力が身に付くので
はないかと思っています。人との関わりから学べること
を吸収し、人間として成長したいですね。今は理学療法
士の資格を取るために勉強中ですが、いずれは地元に戻
り、積極的に地域の活動に参加して、復興に携わってい
きたいと思います。
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「被災地、被災者支援という枠を取り払い、
ひとりの人間として向き合うこと」
（木津川さん）

「失われた生活環境の回復」
（及川さん）

「困っていることが人によって違い、
必要とすることが分かりにくいのが今」（山口さん）

「心の支えとなる存在が近くにいること」
（樋渡さん）

▼「11日の灯り」で使用する
キャンドルは手作り。材料も地
域の人や企業が支援しています

◆学生寮ごはんの会
　寮生や支援員、地域の人た
ちなどが月１回同じ食卓を囲
む団らんの会。参加自由でア
ットホームな雰囲気です。

◆11日の灯
あか

り
　東日本大震災の月命日にあ
たる毎月11日にキャンドル
をともし、震災への思いを共
有しています。

これからの寮生活で学びたいこと―

１ ２

－復興支援学生寮での学び－

　東日本大震災から５年が経過し、今どのような支援が求めら
れ、私たちに何ができるのか。寮生と支援員に聞きました。

▲和やかな雰囲気に包まれる
「学生寮ごはんの会」

Ｎ

これまでの寮生活で得たこと―

初めて会う人とスタートした
共同生活で、生活スタイルや考
え方の違いを何度も実感。掃除
の仕方ひとつ取っても、人それぞれです。お互いに気
持ちよく寮生活を送るためにはどうすればよいか悩み、
「自分の意見をしっかり伝えること」と「相手の気持ち
になって考えること」の大切さに気付きました。直接口
にせず手紙で自分の気持ちを伝えるなど、相手に応じた
伝え方を考えてきました。今では、相手の気持ちを想像
できるようになり、感謝の言葉も素直に伝えられるよう
になりました。４月からは看護師として働きます。訪問
看護師を目指して医療現場で経験を積みながら、いつか
は地元に戻って医療関係の仕事に就くことなど、将来の
道を考えていきます。
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平成24年４月入寮
釜石市出身

＝県立大４年＝

気持ちの伝え方を学んだ

これまでの寮生活で得たこと―

樋
ひ

渡
わたし

 さつきさん
＝岩手大４年＝

平成24年４月入寮
仙台市出身

４年間の寮生活で「出会い」
の大切さを強く感じました。入
寮前は、農業関係の仕事に就き

たいと漠然と考えているだけでしたが、親身になって話
を聞いてくれる支援員や信念を持って活動しているボラ
ンティアなど、自分に無い視点を持つ人たちとの出会い
を通して、目指す道が決まっていったと感じています。
「人生は出会いによって形作られる」と実感した寮生活
でした。４月から公務員として農村支援に携わります。
自分が影響を受けたように、自分の言葉が相手に大きな
影響を与えることを自覚し、一つ一つの出会いを大切に
していきます。農村支援でも、単に整備するだけではな
く、そこにいる人々の心のつながりを大切にしていこう
と思っています。

人生は出会いで形作られる

安心して帰ってこられる場所人との関わりの中で成長したい

至 太田橋
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もりおか復興推進しぇあハート村
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のマークが復興支援学生寮


